
＜今後の取組＞
○ 災害発生時の応援を想定した情報伝達訓練を定期的に実施
○ 救護物資の保有状況、被害想定の見直し状況等の情報につ
いて、定期的に集約を行い、各県で共有

○ 救護に関する課題の解決のため、会議等による協議を継続

今後の課題・取組

１ 「動物愛護担当課長会議」等における協議及び確認（毎年）
・大規模災害発生時、愛護動物の救護に関し予想される課題
・各県における愛護動物の救護に必要な物資等の把握
・各県による応援体制の整備

２ 各県における関係団体との協力体制の整備の推進（順次実施）
・獣医師会等関係団体と救護に関する協力に関して協議

３ 「九州･山口９県災害時愛護動物救護応援協定」締結（平成25年10月）
○対象動物 ・原則として犬及び猫
○応援の種類 ・職員の派遣

・餌、ケージ等物資の提供又は貸与
・被災した愛護動物の保護、収容、一時預かり及び譲渡

○運用体制 ・幹事県（輪番制）を置き、総合調整を行う。
・保健所設置市が協定の活動に参加可能

４ 情報伝達訓練実施要項の策定（H28）及び情報伝達訓練の実施（毎年）
５ 熊本地震における「九州･山口９県災害時愛護動物救護応援協定｣に基

づく支援（平成28年4月～平成29年10月）
・愛護動物支援物資の提供
・熊本地震ペット救援センター（大分県九重町）へ獣医師職員を派遣
・被災ペットの一時預かり

６ 環境省主催「広域支援・受援体制整備に係るモデル図上訓練」に九州・山口
の各県、保健所設置市、地方獣医師会が参加（平成29年）

７ 九州災害時動物救援センター開催の人材育成研修に、九州・山口から
９自治体が参加（平成29～令和元年度）

取組内容・成果

「愛護動物の救護に係る連携」 （H２４．６～）

東日本大震災においては、広域かつ長期にわたる被害が発生し、多くの愛護動物が被災した。その際、被災した愛護
動物の救護を行うための人員や物資等が不足し、近隣自治体等による支援が行われた。
このことを踏まえ、九州・山口各県において同様に被害が発生した際に、被災した愛護動物の救護活動が広域的かつ
円滑に行えるよう、応援協定を締結し、愛護動物の救護に係る応援体制を整備する。

＜課 題＞
○ 被災した愛護動物の飼養や譲渡には、継続的、長期的な対

応が求められるため、計画的な人員確保等の調整が必要
○ 各県において、被害想定（人的被害）等の見直しが行われ

た場合には、愛護動物の想定被災数の見直しが必要

愛護動物の救護に係る連携の概要

大規模災害発生

人員
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その他

・ 職員の派遣

・ 餌、 ケージ等物資の提供
又は貸与

・ 愛護動物の保護及び収容
・ 愛護動物の一時預かり
及び譲渡

愛護動物の救護に係る応援

九州・山口９県
災害時愛護動物救護

応援協定

【幹 事】 福岡県 保健医療介護部 生活衛生課
【参加県】 福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県、山口県

目 的

熊本地震における避難所での愛護動物救護活動(VMAT)

九州災害時動物救援センターにおける人材育成研修

熊本地震ペット救援センター（平常時は九州災害時動物救
援センター）における被災ペットの一時預かり


